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■■  ははじじめめにに  
本研究では、人々に多様な感情を喚起する音楽に着目し、

感性評価研究の効率的な進展に貢献するための楽曲データベ
ース（DB）の構築を試みた。既存の感性DBは、アンケート
などの心理評定を基に刺激を分類しているものが多く見受け
られた[1]。しかし、これらのDBは文化的に異なる特性を持つ
対象者群に対しては異なる評価がなされる可能性も指摘され
ている。そこで我々は、アンケートに依存せずに多様な楽曲
をそろえるために、以下のようなDB制作方法を考案した。  
■ 研研究究開開発発内内容容 
【【方方法法】】  
楽曲を含む音楽全般に関する印象形成に重要と考えらえる

要因には、モード、テンポ、リズム、メロディなど様々な物
理情報の違いが存在し、それぞれ定量化できると考えられる。
中でも楽曲の代表的な構成要素して、「モード」（長調/短調の
違い、調性とも呼ぶ）と「テンポ」（曲の速さ）の2要因に焦
点を絞った。 
これら2要因で、計4カテゴリ（長調でハイテンポ、長調で

ローテンポ、短調でハイテンポ、そして短調でローテンポ）
の楽曲を効率的にそろえるために、あるカテゴリに属する楽
曲を基に、他のカテゴリに属する3曲を作成する手法を導入し
た。この手法を用いれば、新規楽曲を4カテゴリにバランスよ
く登録することが可能となる。 
具体的な方法として、無料で使える楽譜作成ソフトウェア

「MuseScore」に楽曲を記入した上で、モードとテンポに関し
て異なる曲調に変更するために楽曲の編集を行った。モード
に関しては、楽曲を同主調に転調させることで各楽曲の長調
版と短調版を作成した。テンポに関してはBPM 90（一般的に
楽曲の平均値とされている）を中心に±30でBPM 120（ハイ
テンポ版）とBPM 60（ローテンポ版）を作成した。例えば、
ハ長調の童謡『ふるさと』は、ハ短調として書き直したうえ
で、それぞれテンポが♩= 120と♩= 60となるように音源を作成
した（図1）。 
このDB作成手法が実際に設定した曲調に変更できたかを

定量的に評価するため、音楽の物理的特徴量の定量化が可能
な「音楽情報検索」（Music Information Retrieval: MIR）に着目
した。そのような技術として、本研究では指定した曲の抜粋
部の解析ができる「MIRtoolbox 1.7.2」というシステムを用い
た[2-3]．このシステムは数値計算言語「MATLAB」のToolbox
として公開されており、無料で様々な物理的な特徴量を定量
化することが可能である。 
【【解解析析結結果果】】 
モード指数に関しては、楽曲を長調⇔短調で同主調転調さ

せることで、設定通りの効果が解析結果にも示された。一方、
テンポ指数に関しては単に BPM を計算するmirtempo 関数だ
けでなく、mireventdensity 関数（1 秒間あたりの音密度）を融

合した新たなテンポ指標を用いることで、設定通りの解析結
果となった。音楽構成が複雑なクラシック曲は、理想のカテ
ゴリと異なる解析結果となったものもあったが、概ね高い一
致率で計 4 カテゴリが再現できた。これらの結果から、我々
の方法を用いれば感性工学研究に役立つ音楽素材 DB を、文
化などの影響を受けるアンケートを実施することなく、効率
的に構築することことに貢献すると考えられる。 
■ 今今後後のの展展開開 
今後、本DBを用いて多数の健常者に評定実験を行うととも

に、我々のチームが開発した簡便性の高いヘッドギアを用い
た脳波計測実験[4]を行い、モードやテンポの違いがヒトの精
神活動や脳活動にどのような影響を及ぼすかを調べる予定で
ある。また、そのような実験を、うつやアパシーなどの精神
疾患の患者に対しても実施し、健常者と実験結果を比較する
ことで、精神疾患の兆候を早期に発見するための評価システ
ムの開発に結び付けたいと考えている。 
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